
「中部地方の橋をどう守るかを考えるシンポジウム」

（第 ３ 回 定 期 研 究 会）



「中部地方の橋をどう守るかを考えるシンポジウム」 議事録 

日  時：平成 28年 8月 19 日 10:00～17:00 

場  所：名古屋大学 東山キャンパス N2U-BRIDGE 

参加者数：223名 

１．スケジュール 

第１部 橋梁点検最新技術のデモンストレーション 

  10：00 ㈱計測リサーチ 

      ・ドローンの実演と調査結果（変位寮や変動確認）を説明 

  10：30 パルステック工業㈱ 

      ・X 線回析法を用いた橋梁の残留応力の計測実演 

  10：40 ㈱特殊高所技術 

      ・橋梁を点検する際の独自のロープワークを実演 

  10：50 ㈱谷沢製作所 

      ・橋梁点検時に構造物の状況を映像や音声にてリアルタイムで共有する 

技術を実演 

  11：00 ㈱シーエス・インスペクター 

      ・橋梁点検時に構造物の清掃を行う際、作業者の効率と負担軽減を実現した

掃除機を実演 

  11：10 ㈱共和電業 

      ・サンプリングモアレカメラによる橋梁の変位、変形多点同時計測に実演 

      ・光ファイバを利用した桁のひずみ、変位などの計測実演 

      ・独自に開発した固有振動数による桁の固有振動数を直接計測する実演 

  11：20 福美建設㈱ 

      ・ICT 技術（橋術家アーチスト）による点検の実演 

  11：30 ファロージャパン㈱ 

      ・点郡データから橋梁の３次元モデルを形成するスキャナーの実演 

 11：40 京橋メンテック㈱ 

     ・橋梁補修時に手軽に持ち運べるジェットタガネやボール盤の実演 

 11：50 ㈱エバープロテクト 

     ・簡易型現場透水試験機およびけい酸塩系表面含浸工法の実演 

12：00 休憩 



 第２部 シンポジウム 

13：30 鋼橋の疲労亀裂調査の効率化に関する研究プロジェクト 

／関西大学 坂野教授 

14：05 熊本地震からの教訓と九州での維持管理の取組み／熊本大学 葛西准教授 

14：35 中部での維持管理の取組み／名古屋大学 舘石教授 

15：00 「浜松市における取組みについて」5,900 橋をどう守るか 

／浜松市 山本課長補佐 

15：25 岐阜県における橋梁維持管理の取り組み／岐阜県 滝道路管理企画監 

15：55 パネルディスカッション 

      コーディネーター：岐阜大学 木下准教授 

      パネリスト：関西大学 坂野教授、熊本大学 葛西准教授、 

名古屋大学 舘石教授、浜松市 山本様、 

岐阜県 滝様、日本車輌製造㈱ 山田様、橋梁調査会 岡本様 

17：00 終了 

２．概要 

 第１部 

  橋梁の維持管理に関するパンフレットにある最新技術を N2U-BRIDGE を使用して実演お

よび説明し、これからの保全事業の方法を新しいものに変えていくために意見交換を行

った。 

 第２部 

  中部地方の橋をどう守るかを方針付けるために、各地方での維持管理に関する取り組

みおよび地方自治体が進める保全の取り組みおよび抱える問題点などをご講演された。 

  パネルディスカッションでは、コーディネーターの用意した資料に沿って各地方の保

全に関する取り組みの経験・情報を共有し、中部地方ではどのような行動を起していく

べきかをパネリストとともに会場からの意見も集め、どのように維持管理をしていくか

意見交換を行った。 
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東海構造研究グループ



開会挨拶・会場の模様



基調講演の模様(1/2)



基調講演の模様(2/2)



パネルディスカッションの模様(1/2)



パネルディスカッションの模様(2/2)



N2U-BRIDGEでのデモンストレーションの模様(1/2)



N2U-BRIDGEでのデモンストレーションの模様(2/2)



会場でのデモンストレーションの模様(1/2)



会場でのデモンストレーションの模様(2/2)



会場展示の模様(1/4)



会場展示の模様(2/4)



会場展示の模様(3/4)



会場展示の模様(4/4)



懇親会の模様




